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AMA採用のメリット コンサルティング概要フロー・スケジュール

体制

AMA採用への課題

現時点で、AMAを採用し

 

金融庁から承認されて

 

いる銀行は国内では数

 

行だけです。AMA採用に

 

より、リスク管理の先

 

進性を外部にアピール

 

できます。

バーゼルIIで認められ

 

る3つの手法のうち、

 

AMAは唯一リスクの実態

 

を把握できます。した

 

がって、オペリスクを

 

勘案した収益性の評価

 

など統合リスク管理に

 

活用できます。

AMAはリスクの実態を反

 

映しますので、統制強

 

化によるリスク低減を

 

把握することができま

 

す。また、リスク増大

 

を抑えながらコストを

 

削減する業務改革を可

 

能にします。

実績
・オペリスク計量モデル構築・検証支援(大手銀行)
・信用リスク内部格付手法採用支援(6行(うち承認済2行))

リスク管理態勢検討・整備

方針検討

内部損失
実績データ

収集

業務
アセスメント

リスク量試算
・結果検証分析

当局
承認支援

予備計算申請準備 予備計算

12ヶ月6～12ヶ月

バーゼルII対応

オペレーショナルリスク先進的計測手法(AMA)構築・検証支援コンサルティング

先進性のアピール リスクの実態を把握 リスクを適切に制御

ご提案のポイント

現時点では、オペリスク計測に関し

 

て、デファクトスタンダードとなる

 

モデルはありません。さまざまなモ

 

デルが提唱されているため、どのモ

 

デルを採用するのが最善か明確でな

 

い状況です。

AMAを採用するためには金融庁の承認

 

が必要になります。その際、リスク

 

管理態勢やモデルの正当性などに関

 

して、さまざまな観点で適正と認め

 

られなければなりません。

AMAによるリスク算出には、オペリス

 

クに関する損失実績データとアセス

 

メント結果が必要です。これらは、

 

リスク計量モデルの仕様に合致する

 

ように作成されなければなりません。

大手銀行で実績のあるモデルをベー

 

スにコンサルティングを実施します。

 

お客様のリスクプロファイルやご要

 

望に基づいて、モディファイするこ

 

とも可能です。

大手銀行におけるモデル構築検証支

 

援をはじめとするバーゼルII関連コ

 

ンサルティングで実績のあるメン

 

バーが、定性/定量面で当局承認をご

 

支援します。

リスク計量モデルの仕様に合致する

 

ように、損失実績データの作成およ

 

び業務アセスメントの実施をご支援

 

します。作成/実施済みの場合は、最

 

小限のコストで変換する方法を検討

 

します。

お客様

富士通総研

 

第一コンサルティング本部

金融コンサルティング事業部

研究開発部
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モデル面
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